
ＧＰＳ機能を活⽤した観光⾏動の調査分析
国内外から選好される魅力ある観光地域を形成するためには、観光客の行動・動態を把握した上で、

○ これまでの調査票による調査では 観光客の行動 動態がわからない

現状の課題

適切な取組を実施することが重要である。

○ これまでの調査票による調査では、観光客の行動・動態がわからない。
○ ＧＰＳ等を利用した、観光客の行動・動態についての調査・分析手法が確立されていない。

ＧＰＳによる「位置情報」（個人情報は一切含まれない統計的なデータ）を活用し、
今後 観光 よる地域振興 資する 観光客 行動 動態 デ タベ 作成と今後の観光による地域振興に資する、観光客の行動・動態のデータベース作成と
その調査・分析手法の構築を目指す。

マクロ的 ミクロ的 観光地域の 観光地での課題把握
事業概要

№ 観光客 日帰り旅行 宿泊旅行 滞在時間 出発地 交通機関
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データベース作成

マクロ的
調査・分析

ミクロ的
調査・分析

多極分散型
観光地域

滞在交流型
観光地域

観光地域の
位置づけ確認

・観光行動実態の
見える化

観光地での課題把握
打ち手の検討

出発地

交通手段
滞在時間
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滞在
2
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4

5

… … … … … … …

観光地域

通過型
観光地域

観光地域

一極集中型
観光地域

・観光圏間の比較
・具体的な打ち手の

検討
旅行時期

交通手段

来訪までの行動

宿泊・非宿泊状況

地域内の動線

時間
長

【ＧＰＳ調査の試行的実施】

調査対象地域・期間

平成 【対象エリア】
・調査手法の検討
・新たな調査・分析手法の構築

２５
年度

○観光圏６地域（平成24年１月～12月のＧＰＳデータ）

○福島県、富士山エリア（平成25年のＧＰＳデータ）
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調査対象地域
25年度認定圏域名（6地域）
（対象市町村名）

富良野・美瑛観光圏

（北海道：富良野市、美瑛町、上富良野町、
中富良野町、南富良野町、占冠村）

その他地域（２地域）

雪国観光圏

（新潟県：魚沼市、南魚沼市、湯沢町、十日町市、
津南町 群馬県 なか 町 長野県 栄村） 福島県全域津南町、群馬県：みなかみ町、長野県：栄村）

八ヶ岳観光圏
（山梨県：北杜市、長野県：富士見町、原村）

福島県全域

「海風の国」佐世保・小値賀観光圏
（長崎県：佐世保市、小値賀町） 富士山周辺地区

にし阿波～剣山・吉野川観光圏
（徳島県：美馬市、三好市、つるぎ町、東みよし町）

阿蘇くじゅう観光圏
（熊本県：阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、西原村、
南阿蘇村、山都町、大分県：竹田市、宮崎県：高千穂町）



ＧＰＳを利⽤した観光⾏動の調査分析に関するワーキンググループ
○委員 相原 健郎 国立情報学研究所コンテンツ科学研究系 准教授

清水 哲夫 首都大学東京 都市環境学部 教授清水 哲夫 首都大学東京 都市環境学部 教授
岡本 直久 筑波大学大学院 システム情報工学研究科 准教授
沢登 次彦 (株)リクルートライフスタイル じゃらんリサーチセンター センター長
神尾 文彦 (株)野村総合研究所 社会システムコンサルティング部長
河村 清孝 (株)ゼンリンデ タコム ネットサ ビス本部ＷＥＢ ＧＩＳ事業部 部長河村 清孝 (株)ゼンリンデータコム ネットサービス本部ＷＥＢ－ＧＩＳ事業部 部長

○第１回（平成25年10月17日）
・ＧＰＳを利用した調査の概要について
①調査の目的について

○第２回（平成26年１月30日）
・第１回ワーキンググループの議事概要について
・ＧＰＳを利用した調査の進捗状況について①調査の目的について

②使用するデータと個人情報の取り扱い
③調査方法及び分析結果のアウトプットイメージ
④平成２４年度「東北観光博」での調査概要の紹介

ＧＰＳを利用した調査の進捗状況について
・ＩＣＴを利用した観光振興について

「観光ビッグデータへの考察」野村総合研究所
ビッグデータビジネス推進室長 増田有孝氏より講演

「Twitter データを活用した観光振興」ＮＴＴデータTwitter デ タを活用した観光振興」ＮＴＴデ タ
ソーシャルビジネス推進室課長 尾崎哲夫氏より講演

○第３回（平成26年３月７日）
・第２回ワーキンググループの議事概要について

○第４回（平成26年４月18日）
・第３回ワーキンググループの議事概要について

・ＧＰＳを利用した調査の調査結果について
・ＧＰＳを活用した観光行動調査の指針（たたき台）について
・ＩＣＴを利用した観光振興について

「観光インフラとしてのgoogleの役割」

第 回 ググ 議事概要
・ＧＰＳを活用した観光行動調査の指針（案）について
・ＩＣＴを利用した観光振興について

「ｽﾏｰﾄﾃﾞﾊﾞｲｽ×観光 ﾘｸﾙｰﾄﾗｲﾌｽﾀｲﾙ社の取り組みとこれから」
リクルートライフスタイル ネットビジネス本部 田川勇輝氏より講演

グーグル 広告営業本部 統括部長 陳内裕樹氏より講演
「観光情報コンテンツとＩＣＴの連携による可能性」
ＪＴＢﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業本部 齋藤康広氏より講演

「スマホ×カーナビ連携アプリ「NaviCon」の観光利用」
ﾃﾞﾝｿｰ 情報通信サービス開発室担当次長 安保正敏氏より講演

○第５回（平成26年６月13日）○第５回（平成26年６月13日）
・第４回ワーキンググループの議事概要について
・位置情報等を活用した観光行動の調査・分析の方向性について
・観光ビッグデータを活用した観光振興について（中間とりまとめ）



【富良野・美瑛観光圏】 マクロ分析：観光圏外での宿泊・立ち寄り状況、主要交通手段等

富良野・美瑛観光圏は年間を通じた「宿泊」観光客の割合は高いが、季節によってその割合の変動が大きい。
観光圏外立ち寄り市町村をみると 札幌市及び旭川市の比率が同程度に高く 道内観光ル トを形成していることが窺える

観光圏外 観光圏内
パターン

観光客の観光圏内・外宿泊状況 出発地からの距離帯別交通手段

観光圏外立ち寄り市町村をみると、札幌市及び旭川市の比率が同程度に高く、道内観光ルートを形成していることが窺える。

1.8
%

5.8
%

鉄道
道路
飛行機

日帰り, 27.6%

宿泊, 40.5%

宿泊 宿泊
パタ ン

無 無 日帰り

有 無
他地域宿泊

観光圏内日帰り

100～
250km250～

500km

～
100km

92.4
%

2.3
%6.9

%

4.4
%

62.8
%

32.8
%

(N= 15,660 )

(N= 1,009,566 )

(N 35 537 )

飛行機

他地域宿泊観光圏内

日帰り, 31.9%

無 有 観光圏内のみ宿泊

有 有 観光圏内・外で宿泊

500～
750km

90.8
%

2.9
%

29.1
%

67.9
%

1.6
%

19.0
%

(N= 392,284 )

(N= 35,537 )

(N= 381,462 )

50

日帰り 他地域宿泊

観光圏内日帰り

宿泊万人（推計）

月別分析

観光圏外立ち寄り市町村

750～
1000km

% %

79.5
%

旭川市

20.3%
13.3 

8.5 

7 1

30

35

40

45

小樽市

札幌市

千歳市

22.9%
9.1%

4.8%

14 4 16.5 
13 2

2.7 
2.9 2 8

7.1 

9.0 

17.6 15.4 

9.4 

7.2 

3 7 2 5

4.0 
4.1 4.1 4.1 

6.3 

6.8 
7.1 

5.5 

4.5 3.8 10

15

20

25

東京都
大田区

12.2%

9.0 6.7 5.5 3.6 
7.6 

10.8 
14.4 13.2 

9.2 
4.7 5.0 

2.8 
3.1 3.7 2.5 

0

5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

他地域宿泊場所（市町村）の把握も可能



【富良野・美瑛観光圏】 ミクロ分析：観光圏内エリア別の滞在状況、エリア間の結びつき等

滞在者比率では「富良野地区」が約5割と高い、一方で平均滞在時間では「トマム地区」・「十勝岳温泉地区」が6時間以上と圧倒的に長い。
交流エリア間の結びつきでを見ると 「富良野地区」が観光圏の中核的な交流エリアとなっていることが定量的に把握できる

0: 00 2: 00 4: 00 6: 00 8: 00 10: 00 12: 00 14: 00

観光圏平均

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

観光圏への観光客数に占める訪問者数の割合

交流エリア別 滞在者数比率 及び平均滞在時間

交流エリア間の結びつきでを見ると、「富良野地区」が観光圏の中核的な交流エリアとなっていることが定量的に把握できる。
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ＩＣＴ※の観光への活用（例：観光ビッグデータ）
※ＩＣＴ：情報通信技術（Information and Communication Technology）

○統計による指標を⽤いた評価に加え 来訪者の観光⾏動を定量的に調査 分析し 取組の

ビッグデ タを利⽤した分析 [来訪者の動き（観光行動）に合わせて発生するデ タ（イメ ジ）]

○統計による指標を⽤いた評価に加え、来訪者の観光⾏動を定量的に調査・分析し、取組の
評価や観光客のニーズを踏まえた効率的・効果的な取組につなげていく

ビッグデータを利⽤した分析
旅⾏前 旅⾏中 旅⾏後

[来訪者の動き（観光行動）に合わせて発生するデータ（イメージ）]

旅⾏中の検索履歴ＳＮＳでの 宿泊 交通
地域への関⼼ 情報の検索 旅⾏⼿配 地域での⾏動 旅⾏の記録

ＳＮＳへの定量的なデータに基づく
来訪者の⾏動・動態の把握

旅⾏中の
⾏動プロセス

・検索履歴、
観光情報サイト
アクセス履歴

・ＳＮＳでの
情報取得、
共感、
拡散状況

・宿泊、交通
予約履歴

・サイト利⽤状況

・ＳＮＳへの
書き込み

（感想、
写真投稿 等）

観光地域の来訪者に係る
基礎データの確⽴

来訪者の

○観光地域の特性の確認
○地域間の相互⽐較 等

観光に関する評判、
興味の把握

来訪者の
⾏動パターン、
流動状況、

関⼼事項の把握
来訪意向者の
興味関⼼の把握

来訪者の交通⼿段、
季節波動、⾏動開始
タイミングの把握

主観的な
評価、好み、
話題となる
事柄の把握

旅⾏中の⾏動プロセス

基礎デ タに基づいた

旅⾏中の⾏動プロセス・ＳＮＳへの書き込み
（感想、リアルタイム
の交通状況 等） 関⼼関⼼

検索検索共有共有

・着地での検索
履歴（観光地、
地図、店舗、
宿泊場所 等）

基礎データに基づいた
魅⼒ある観光地域づくりの
戦略の⽴案、取組の実施

○データの取扱いにあたっては個人情報及びプライバシーの保護への留意が重要

⾏動⾏動 ・位置情報
（ＧＰＳ、ナビ、
交通量 等）



訪⽇外国⼈旅⾏者を対象にしたビッグデータの収集・活⽤における課題（より詳細な外国⼈旅⾏者の旅⾏動態を把握するために）

○位置情報等の活用により、さらに詳細な外国人旅行者の旅行動態を把握することが可能であるが、収集・活用の際には、国籍の把握や

訪⽇外国⼈旅⾏客について把握したいこと

○位置情報等の活用により、さらに詳細な外国人旅行者の旅行動態を把握することが可能であるが、収集 活用の際には、国籍の把握や
網羅的なデータ収集等、様々な課題がある。今後、それらの課題の解決に向けて検討していく。

旅⾏動態に係ること
○⽇本のどこを、いつ、旅⾏しているのか
○どのような⼿段で旅⾏しているのか

活⽤可能と考えられるデータ源

○外国⼈の携帯電話利⽤による位置情報○どのような⼿段で旅⾏しているのか
○何を⽬的に旅⾏しているのか
旅⾏、観光地域の評価に係ること
○⽇本の観光地をどのように評価しているのか

○外国⼈の携帯電話利⽤による位置情報
○ＷｉＦｉアクセスポイントのアクセス履歴
○⽇本語以外のＳＮＳにおける書き込み
○観光・交通アプリ等の利⽤による○⽇本の観光地をどのように評価しているのか

○訪⽇旅⾏における不満は何か 位置情報（次ページにイメージ例）

活
⽤
へ
の

・外国人かどうかの把握：単なる位置情報だけでは外国人かどうか判別不可能
・国籍の把握 ：日本語以外のデータ、日本以外の通信会社のデータというだけでは、国ごとの傾

向の把握は不可能
・データ源の確保 ：全体の傾向を把握するだけのデータ量を得られるか

デ プ ビ デ デ
の
課
題

・データ収集の困難 ：観光案内アプリ等のサービスから得られるデータをデータ源とする場合、どのよ
うにそのサービスを外国人に告知し利用してもらうかの宣伝告知が困難

・同意取得 ：個人の動きに係るデータ取得の同意をどのように得るか
（個人情報及びプライバシー保護への配慮が必要）

今後、これらの課題について、解決⼿法を検討していく



観光・交通アプリの利⽤促進とデータ活⽤のイメージ ー(株)ナビタイム・ジャパンの例ー

NAVITIME for Japan Travelp

・日本を訪れる外国人観光客向けスマートフォンアプリ

・GPSで現在地を表示・GPSで現在地を表示

・出発地から目的地まで、電車・空港バス・徒歩などの移動手段を組み
合わせたルート検索機能等を搭載

・ダウンロード無料 ※遅延情報等、一部機能は有料ダウンロ ド無料 ※遅延情報等、 部機能は有料

・英語版を提供

機能追加による利便性の向上

① 無料Wi-Fiスポット検索機能を追加（無料）
－ＮＴＴ東日本(※)、スターバックス、

ＦＲＥＥＳＰＯＴ

② 海外発行クレジットカード対応ＡＴＭ検索機能
を追加（無料）

－セブン銀行、ゆうちょ銀行
－今後、３メガバンクに拡大予定

画面上、実際の風景に無料Wi-Fi

スポットの方向と距離を表示

機能追加による利便性の向上

・現在地からの距離と方向を実際の風景に表示
（ARモード）

(※) 日本国外の訪日予定者向けに、ＮＴＴ東日本
の無料Wi-Fiスポットで２週間利用できるID・

プ

現在地周辺の海外発行クレジット

カード対応ATMの位置を表示
パスワードをアプリ内で交付
（2014年9月30日まで試験的に実施）

（セブンイレブン 内幸町2丁目の例）（無料Wi-Fiスポットまで663m）

①訪⽇外国⼈向け観光・交通乗換アプリ等の利⽤促進（サンプル数確保）
②「データ取得・利⽤」に対する 同意取得（プライバシー保護への配慮）
等の課題を解決することで、活用可能なビッグデータになり得るのではないか。



資 １－１ 

位置情報等を活用した観光行動の調査・分析の方向性について 概要 

 観光庁では、平成 25 年度に携帯電話等のＧＰＳ機能による位置情報等を活用した観光行動の調

査・分析事業を実施するとともに、「ＧＰＳを利用した観光行動の調査分析に関するワーキンググ

ループ」を設置し、調査・分析の手法に関わる検討等を行った。 

 今回とりまとめた内容は、位置情報等を活用した観光客の行動・動態の調査・分析の方向性につ

いて概括し、地方公共団体、国、さらには広く観光業界における観光戦略に資することを目指すも

のである。 

「位置情報等を活用した観光行動の調査・分析の方向性について」のポイント 

○調査・分析の実施にあたっての基本的な考え方

・位置情報に基づく観光客の動態を基礎データとして調査を行い、分析結果を踏まえ、地域の特

性の確認、地域づくりの戦略の立案、取組の実施につなげて、当該地域の活性化を進める一助

とする。 

○調査、分析、活用の考え方

・調査にあたっては、対象地域の観光行動や観光資源の特性を踏まえつつ、データベースの特性

や地域のニーズに応じた、各種の定義付けが必要。 

・分析にあたっては、地域への入り込み状況を大きく捉える分析、地域内での周遊状況を細かく

捉える分析の両面から、各種の項目ごと、また、項目の掛け合わせによる分析が必要。 

・活用にあたっては、定量的な調査・分析を受け、地域における観光行動の実態を関係者で共有

したうえで、既存の取組の評価、ニーズや実態を踏まえた観光地域づくりの戦略の立案、マー

ケティング及び新たな取組の実施につなげていく視点が重要。 

○今後の課題

・位置情報に係るデータ収集、蓄積・管理、活用にあたっては、個人情報及びプライバシーの保

護に配慮しつつ、質的・量的な向上を図る必要がある。 

・観光関係者は、分析を実施する主体に応じて可能な範囲で、データの分析結果及び取組例を広

く共有し、観光地域づくりに資する材料としてのデータ活用を推進していくべきである。 

・国は、今回とりまとめた方向性を行政関係者に周知し、地域づくりの戦略の立案や観光を通じ

た地域の活性化のための、地方公共団体等におけるデータの調査・分析及び利活用を推進して

いくべきである。 

・国は、今後も幅広く、民間事業者等によるサービスも含めた、位置情報を活用した調査・分析

の手法及び結果を活用した取組についての事例を収集し、観光を通じた地域活性化に取り組む

関係者への情報発信に努めていくことが重要である。 



 

観光ビッグデータを活用した観光振興について（中間とりまとめ） 概要 

 

１ 観光ビッグデータとは 

 

 観光客（潜在的に観光を行う観光客を含む。以下同じ）の観光行動を反映する大規模・多種・複数情報

源由来のデータ群をさす。 

このデータの解析から、これまで限定的にしか分からなかった観光の現象や行動原理等を、統合的に解

析し、観光行動をマクロ的な視点、ミクロ的な視点の両面で把握することが期待される。 

 

 

２ 観光ビッグデータを構成する各種データ 

 

・観光に係る消費や施設利用等を反映するデータ 

（例）来場者・施設利用者数、事業者の売上げ、行政のオープンデータ 等 

 

・観光行動及びそれに影響を及ぼす情報や事物、サービス等に関するデータ 

（例）広告等への反応、情報サービス・アプリ等の利用実績、提示情報に対する反応 等 

旅行代理店、広告代理店等の保有するデータ、アプリサービス事業者等の情報 等 

 

・移動や滞在（立ち寄り、宿泊等）等を反映するデータ 

（例）交通量、宿泊統計 等 

 

・個々の観光行動を反映するデータ 

（例）携帯電話の位置情報、プローブカー情報、ＥＴＣ利用記録 等 

携帯電話事業者や自動車会社、道路会社等の統計データ 等 

 

・観光に対する意識を反映するデータ 

（例）観光関連検索ログ、コンテンツへのアクセスログ、投稿コンテンツ、コンテンツへの評価 等 

Twitter 等の SNS、Google 等の検索サイト、ウェブサイト等でのログ 等 

 

 

３ 観光ビッグデータの活用の基本的な考え方 

 

・旅行前、旅行中、旅行後に発生するビッグデータを、これらの観光行動のサイクルに沿って活用 

 

・観光振興施策等に対する効果を測定し、観光振興の有効性の検証について即時的かつ有用な知見を獲得 

 

・旅行中の興味や要望と、商品・サービスのマッチングによる高質な旅行の実現を期待 

 

 

４ 世界に通用する魅力ある観光地域づくりに向けて 

 

・ビッグデータに基づくニーズや地域の課題を把握し、魅力的な観光地域づくりを一層進めるべきである。

そのため、個人情報及びプライバシー保護へ配慮した、観光ビッグデータ活用の方法論を検討するとと

もに、その際、関係する民間事業者等の幅広い意見も反映するべきである。 

 

・訪日外国人旅行客誘致の観点からの、国内外における利活用の事例の収集・検討を推進するべきである。 




